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衆
議
院
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山
井
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提
出
時
間
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上
限
規
制
と
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
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拡
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の
是
非
等
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
と
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
拡
大
の
是
非
等
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
仮
称
）
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
違
反
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
基
準
監
督
機
関
に
お
い
て
、
使
用
者
に
対
し
て
、
そ
の
是
正
の
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
同
法
第
百
十
九
条
に
よ
り
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
に
つ
い
て

損
害
賠
償
は
民
事
上
の
問
題
と
し
て
司
法
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
脳
・
心
臓
疾
患
又
は
精
神
障
害
に
よ
る
死
亡
を
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に

基
づ
き
業
務
上
の
災
害
と
し
て
認
定
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
署
長
に
よ
り
、
脳
血
管
疾
患
及
び
虚
血
性

心
疾
患
等
（
負
傷
に
起
因
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
十
二
月
十
二
日
付
け
基
発
第
一
〇

一



六
三
号
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
通
達
）
又
は
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
三
年

十
二
月
二
十
六
日
付
け
基
発
一
二
二
六
第
一
号
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
通
達
）
に
従
っ
て
個
別
の
事
例
に
応
じ
て
判
断

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
現
在
精
査
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

六
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
、
個
別
の
過
労
死
等
事
案
に
お
け
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
補
償
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
公
表
し
て
い
な
い
。

二


